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ＡＮＡグループ中期経営戦略（2005～07 年度） 
～「「RRooaadd  ｔｔoo  HHAANNEEDDAA」」 2009年度に向け「ｽﾋﾟｰﾄﾞ経営」をさらに加速～ 

～「価値創造」と「ｸｵﾘﾃｨ&顧客満足」で 2007年度にはｱｼﾞｱﾅﾝﾊﾞｰﾜﾝを視野に～ 
    

ANA ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、｢ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ｣* を確実に実現するための｢経営戦略｣として、2005～2007
年度 3 ヵ年の中期経営戦略を取り纏めました。 
 

  ANA ｸﾞﾙｰﾌﾟでは、2001年の米国同時多発ﾃﾛ、JAL・JAS 統合などの環境変化を受け、2002年 5月
｢02－03年度 ANA ｸﾞﾙｰﾌﾟ基本戦略構想（新創業宣言）｣をまとめ、2003年 2月には｢ANA ｸﾞﾙｰﾌﾟ 2003
－05 年度の「ｺｽﾄ削減」計画｣を策定、年間 300 億円のｺｽﾄ構造改革を 1 年前倒しで達成いたしまし
た。これにより、2003年度には 7期ぶりに「復配」を達成、2004年度の連結業績予想も増収増益とな
る見込みです。また、国際線事業においては1986年就航以来、初の「黒字化」も視野に入り、依然続
く、原油価格高騰の環境下においても着実に利益を拡大しており、「変動ﾘｽｸに強い企業体質」への

転換が加速度的に進んでおります。 
 

2009 年度以降の「航空ﾋﾞｯｸﾊﾞﾝ」ともいえる羽田再拡張に向け、本格的な準備期間となる重要な 3
ヵ年を「「RRooaadd  ｔｔoo  HHAANNEEDDAA」」と位置づけ、利益拡大を実現するための「成長戦略」、および財務体質

の改善に向けた「ANAｸﾞﾙｰﾌﾟ中期経営戦略（2005～07年度）」を次のとおり策定いたしました。 
 
 
１．戦略の位置づけ 
｢ｸﾞﾙｰﾌﾟ経営ﾋﾞｼﾞｮﾝ*｣を確実に実現する目処をつけるための重要な 3ヵ年として、競争力を大幅に
向上させ、企業体力を増強する。 
 
 
 

*ANA ｸﾞﾙｰﾌﾟは、国内および日本とｱｼﾞｱ、そして世界の旅客・貨物輸送を担う航空事業を中核として、「ｸｵﾘﾃｨ」「顧客満足」
「価値創造」の３つにおいてｱｼﾞｱを代表する企業ｸﾞﾙｰﾌﾟを目指します。 

２．需要見通し 
（１） 国内線：航空総需要は、90 年代において年率 4～6%の成長を継続していたが、02 年度以降、
横ばいが続くものと予測する。 

（２） 国際線：競争環境を踏まえた需要の基調は、欧米：横ばい、ｱｼﾞｱ：2.0%、中国：5.0%の伸び 
（３） 貨物郵便事業：日本発ﾏｰｹｯﾄ 7%の伸び、中国発ﾏｰｹｯﾄ 13～15%の伸び、ｱｼﾞｱ発ﾏｰｹｯﾄ 5～

7%の伸び、欧州発ﾏｰｹｯﾄ 4～5%の伸び、米国発ﾏｰｹｯﾄ 2%の伸び。 
（４） 米ﾄﾞﾙ円為替ﾚｰﾄは、110 円、航空燃油費の指標でありますﾄﾞﾊﾞｲ原油の市場価格については、

1 ﾊﾞﾚﾙあたり 37 ドル、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙｹﾛｼﾝでは 1 ﾊﾞﾚﾙあたり 53 ﾄﾞﾙを前提としています。 
以下次葉 



３．主な戦略の概要 
 
（１） 価値創造経営 

 
①国際線戦略 
需要見通しの伸びに伴い、事業利益の拡大を目指すべく、大型機の機種統合の一環とし

て B777型ｼﾘｰｽﾞへの集約を加速する。B777‐300ER型機については、今後 10機体制とする
べく（既 6 機発注、うち 1 機保有）、新たに 2 機を発注し、残りの 2 機は既に発注している
B767-300ER型機からのﾓﾃﾞﾙ変更で対応する。特に北米全路線を B777 ｼﾘｰｽﾞに切り替える
べく「北米 B777 化計画」とし、新機材を投入することにより「ANA らしい」ｻｰﾋﾞｽの提供、およ
び長距離国際線の収益力の強化を実施していく。 
また、ｼｶｺﾞをはじめ 2001 年米国同時多発ﾃﾛ以降、運休していた路線の再開や中国をは

じめとする新規路線への就航など黒字幅の拡大に向けた路線展開を検討していく。 
 
②国内線戦略 
安定的な需要見通しの中でも、収益力のあるﾈｯﾄﾜｰｸの構築を目指し、国内線・国際線

兼用機材によるﾎﾞｰﾀﾞﾚｽ化の推進や JET機に加えて PROP機を活用、利便性向上を目指し
た「JET＆PROP戦略」など、接続性を高めた路線・ﾀﾞｲﾔの設定を積極的に展開する。 

 
③貨物郵便事業戦略 
 「第 3 のｺｱﾋﾞｼﾞﾈｽ」として、成長戦略における三本柱の一角を担う、貨物郵便事業を基盤
強化すべく、貨物専用機の増機を図り、深夜貨物便・中国線を中心に強化拡充を図っていく。

国内、国際線を合わせ、2007年度までに事業収入として 1,000億円の大台達成を目指す。 
 
④ｱﾗｲｱﾝｽ戦略 
 ｽﾀｰｱﾗｲｱﾝｽを基軸としたｱﾗｲｱﾝｽ戦略の推進を通じ、新たな価値を創造、総合力を強化

する。具体的には、2006 年、成田空港第 1 旅客ﾀｰﾐﾅﾙへの移転を機にｽﾀｰｱﾗｲｱﾝｽﾒﾝﾊﾞｰ
が同一のﾀｰﾐﾅﾙに集結することにより接続性を飛躍的に向上させるなど、ｽﾀｰｱﾗｲｱﾝｽの

新しい相乗効果をお客様に提供していく。 
 
⑤財務体質の改善 
  成長戦略を支えるため､ﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄの改善目標を次のとおり設定する。 

      ○自己資本の拡充→2007年までに自己資本を 2,500億円以上に。 
      ○実質有利子負債と自己資本の比率を 4倍に（現行 7倍）。 
      ○多角化事業における減損損失や資産の流動化等に伴う損失計上を約 300億円見込む。 

 
 

以下次葉 
 
 



  （２）ﾌﾘｰﾄ戦略の加速を実現 
将来に向けたﾈｯﾄﾜｰｸ戦略の実現に繋げる戦略を展開するとともに、機種統合による直接費

用の削減や経済性の高い機材の導入により、ｺｽﾄ競争力を強化する。    

 
４．経営目標 
各戦略の推進を通じて、需要に適合した機材投入を進める中で収益の質を高めつつ、併せてｺｽ

ﾄ削減を継続して追求する中で、期間中の収益目標を次のとおり設定した。 
                            
＜05-07年 中期経営戦略＞    （単位：億円 （％は対前年度比較）） 

 2004 年度見通 2005 年度目標 2006 年度目標 2007 年度目標 
連結営業収入 １２，８１０ １３,０００ １３,４００ １３,７００ 
連結営業利益 ７００ ７００ ８００ ９００

連結経常利益 ６１０ ４２０ ５５０ ６００ 
連結当期利益 ２５０ １７０ ２５０ ３１０ 

生産量 （座席キロ伸び率（内際合計）） ９８％ １００％ １０４％ １０４％ 
（座席キロ伸び率（国内線）） ９６％ １００% １００% １０１% 
（座席キロ伸び率（国際線）） １０３％ １００% １１３% １１０% 

*前提 ﾄﾞﾊﾞｲ原油/04-06 年中期経営戦略：$25bbl、05-07 年中期経営戦略：$37/bbl 

     ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙｹﾛｼﾝ/04-06 年中期経営戦略：$31bbl、05-07 年中期経営戦略：$53/bbl 

 

参考 ＜04-06年 中期経営戦略＞  

連結営業利益 500 630 740 － 

＊詳細な計画は単年度の事業計画策定時に決定予定 

以上 

連結利益目標
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